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1.  平成23年10月期第2四半期の連結業績（平成22年11月1日～平成23年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期第2四半期 24,933 ― 3,391 ― 3,370 ― 7,381 ―
22年10月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年10月期第2四半期 94.14 94.01
22年10月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期第2四半期 43,341 26,663 61.1 353.34
22年10月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年10月期第2四半期  26,485百万円 22年10月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年10月期 ― ― ― ― ―
23年10月期 ― 11.00
23年10月期 

（予想）
― 11.00 22.00

3.  平成23年10月期の連結業績予想（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
通期の連結業績予想、前回発表（平成22年12月15日）を見直しております。本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」及び４ページ「連結業績予想
に関する定性的情報」をあわせてご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,700 ― 3,700 ― 5,100 ― 8,100 ― 108.06



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の 
   原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業務見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
 おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
・当社は平成22年11月１日に、株式会社ＣＨＩＮＴＡＩと株式会社エイブルとが株式移転の方法により経営統合し、両社を完全子会社とする 
 共同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、前期実績及び前期第２四半期の実績はありません。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】５ページの「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年10月期2Q 80,000,000株 22年10月期  ―株
② 期末自己株式数 23年10月期2Q  5,041,636株 22年10月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年10月期2Q 78,407,045株 22年10月期2Q ―株
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当社は、平成22年11月１日に株式会社ＣＨＩＮＴＡＩと株式会社エイブルの経営統合により設立されました。当

連結会計年度が第１期となるため、前期実績及び前年第２四半期実績はありません。 

   

（１）連結経営成績に関する定性的情報  

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、12月頃まで足踏み状態にあり、その後堅調な外需を背景に持

ち直しの動きをみせていましたが、東日本大震災の発生後は、供給面の制約により生産活動が大きく低下し、輸出

が大幅に減少しました。また、家計や企業のマインド悪化を通じて国内民間需要が弱い動きを示し、これを反映す

るかたちで、2011年１－３月期における実質GDPは１次速報値が前期比マイナス0.9％と２四半期連続のマイナス成

長を記録しました。さらに、改善基調にあった企業収益も下押しされており、失業率が高水準にあるなど雇用・所

得環境は依然として厳しい状況にあります。先行きについては、サプライチェーンの復旧とともに７－９月頃には

生産が増加に転じ、世界経済の回復にも支えられながら、緩やかな回復過程に移行するとみられていますが、その

不確実性は大きく、景気回復の見通しは極めて不透明な状況となっています。 

 住宅建設は、持ち直し傾向にあった持家と分譲の着工・建設が震災後に遅延するなど弱い動きをみせており、ま

た貸家の新設着工戸数は前年割れの低い水準が続いています。賃貸住宅市場を総体としてみると、被災地域におい

て一部需給が逼迫していることを除けば、依然として超過供給状態が続いています。なお、電力供給の制約等によ

り、震災直後における首都圏の賃貸住宅市場は一時的に縮小しましたが、その後一定の回復をみせています。ま

た、首都圏から中京圏・京阪神圏へと賃貸住宅需要が一部シフトする動きもみられますが、こうした変化が今後も

持続するか否かの予測は現時点では難しいと思われます。 

 このような厳しい事業環境の下、当社グループは、新体制の下で組織の再編・強化に努め、収益改善への取り組

みを推進してまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が 百万円、営業利益が 

百万円、経常利益が 百万円となりました。また、当社設立による企業結合に伴う負ののれん発生益

5,486百万円を含む特別利益5,615百万円を計上したこと等により、四半期純利益は 百万円となりました。な

お、特別損失として 百万円を計上しておりますが、これには復興支援策として当社グループが実施した被災者

に対する仲介手数料・広告料等の売上債権免除 百万円など、震災による損失 百万円が含まれております。  

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの業績（セグメント間内部取引消去前）は、次のとおりでありま

す。 

①仲介事業 

 東京・大阪など都心部の不振が主因で賃貸住宅の新規仲介手数料収入は前年比で低調な状態が続いておりま

す。他方、更新仲介手数料収入は比較的堅調に推移しました。仲介事業全体では、売上高が 百万円、営業利

益が 百万円となりました。 

 なお、首都圏における賃貸仲介売上は、電力供給の制約に伴う店舗営業時間短縮の影響もあって、震災直後に

大きく減少しましたが、その後一定の回復をみせています。他方、中京圏・京阪神圏における仲介件数は震災後

に増加傾向を示しており、また、被災された入居者様の仲介手数料免除など当社グループ独自の被災者支援策も

一定の成果をあげています。  

  

②仲介関連事業  

新規仲介不振に伴い消毒や新規保険代理等の売上が低調に推移し、リフォーム売上も伸び悩みました。他方、

保険契約更新時の手数料収入は比較的堅調に推移しました。仲介関連事業全体では、売上高が 百万円、営業

利益が 百万円となりました。 

  

③メディア事業  

 春の引越し商戦に合わせて TVCM 放映や CHINTAIネットのリニューアルを行い、また、CMタレントとのタイア

ップによる「新生活応援カフェ」や Twitter と連動した新生活応援サイトの立ち上げなど新たなプロモーション

活動を展開しました。しかしながら、新規仲介不振の影響により広告料収入が低調に推移し、メディア事業全体

では、売上高が 百万円、営業利益が 百万円となりました。  

  

④管理事業 

管理戸数の増加を背景に、集金管理手数料収入が堅調な伸びを示しました。管理事業全体では、売上高が

百万円、営業利益が 百万円となりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

24,933

3,391 3,370

7,381

132

45 80

7,514
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⑤興行事業 

 興行事業においては、不採算公演の見直しを図り、公演数は減りましたが、営業利益率が大幅に改善しまし

た。この結果、売上高が 百万円、営業利益が 百万円となりました。なお、第３四半期以降においては、震

災の影響により海外興行団体が来日を中止するなど公演数が減少し、大幅な減収が見込まれます。  

  

⑥旅行事業 

 企画旅行が震災の影響を受けましたが、手配旅行売上が好調に推移し、営業利益が改善しました。旅行事業全

体では、売上高が 百万円、営業利益が 百万円となりました。  

  

⑦その他事業  

パーキング事業売上は堅調に推移し、売上高が 百万円、営業利益が 百万円となりました。また、エイブル

ネットワーク事業（賃貸仲介フランチャイズ事業）売上高は 百万円、営業利益が 百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

資産  当第２四半期連結累計期間末における資産合計は 百万円となりました。 

負債  当第２四半期連結累計期間末における負債合計は 百万円となりました。なお、当第２四半期連結

累計期間末における有利子負債残高は 百万円となりました。 

純資産 当第２四半期連結累計期間末における純資産合計は 百万円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、期首に比べ 百万円増

加し、 百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は、次のとおりです。 なお、下記以外の主な要因として、今般の経営統合に伴い資金が 百万円増加し

ています。 

   

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、資金は 百万円増加しました。これは、税金等調整前

四半期純利益 百万円、営業預り金の増加額 百万円等のプラス要因と、法人税等の支払額 百万円、賞

与引当金の減少額 百万円及び負ののれん発生益による減少 百万円等のマイナス要因が相殺された結果によ

るものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、資金は 百万円増加しました。これは、主として投資有価

証券の償還による収入 百万円に対し、有形固定資産の取得による支出 百万円及びその他投資等の支払による

支出 百万円が相殺された結果によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、資金は 百万円減少しました。

これは、主として自己株式の取得による支出 百万円及び短期借入金の純減少額 百万円によるものであり

ます。 

1,361 44

985 14

374 35

363 119

43,341

16,678

71

26,663

12,322

23,324

14,941

2,546

8,853 109 2,117

90 5,506

37
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5,262

3,089 1,400
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

最近の業績動向を踏まえ、平成22年12月15日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

  

①平成23年10月期連結業績予想の修正（平成22年11月1日～平成23年10月31日）  

※当連結会計年度が第１期となるため、前期実績はありません。  

  

②修正の理由 

平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、引っ越し需要の最も高い３月に首都圏においても計画停電等

が実施され、店舗の営業時間が短縮されたこと、ならびに全国的に企業の人事異動が見送られたことなどの影響に

より、平成23年10月期第２四半期連結累計期間における業績は、予想を下回る結果となりました。 

同第３四半期以降においても、原発問題による海外興行団体の日本への渡航中止などから、興行事業において大

幅な減収が見込まれ、また、消費者マインドの低迷から旅行事業をはじめとする他の事業においても同様に減収が

見込まれております。  

このようなことから、期初に想定していたよりも通期での減収減益を見込まざるを得ない状況であり、平成23年

10月期の通期業績予想を上表のとおり修正いたします。 

 なお、配当予想については、期初の予想（通期22.00円/株）に変更はありません。 

※業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によっ

て予想数値と異なる可能性があります。  

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ）   47,000   4,700   6,300   9,200   111.57

今回発表予想（Ｂ）   45,700   3,700   5,100   8,100   108.06

増減額（Ｂ－Ａ）    △1,300   △1,000   △1,200   △1,100   －

増減率（％）    △2.8   △21.3   △19.0   △12.0   －
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（１）重要な子会社の異動の概要 

当第２四半期連結累計期間において、重要な子会社の異動はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（棚卸資産の評価方法） 

棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。 

  

（一般債権（経営状態に重大な問題が生じていない債務者に対する債権）の貸倒見積高の算定方法） 

当第２四半期連結累計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算

定する方法によっております。 

  

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

一部の連結子会社は、減価償却の方法として定率法を採用している固定資産について、連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

  

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目及び税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境に著しい変化が生じてお

らず、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測

やタックスプランニングを利用する方法により算定しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理の原則・手続きの変更 

「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」（１ページ）に記載のとおり、当連結会計年度は当社の第

１期となりますが、以下の項目は、「企業結合に関する会計基準」において取得企業と判定される株式会社ＣＨ

ＩＮＴＡＩで採用していた会計処理方法から変更しているため、会計処理の原則・手続、表示方法等の変更とし

て記載しています。 

（資産除去債務に関する会計基準） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。  

この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

なお、当社および当社グループは、店舗等の不動産賃借契約に基づく、退去時の原状回復に係る債務等を有し

ておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現時点において将来退去する予定もない

ことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計

上しておりません。 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。   

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 23,346

受取手形及び売掛金 1,572

有価証券 372

商品及び製品 15

仕掛品 19

貯蔵品 113

その他 2,011

貸倒引当金 △29

流動資産合計 27,421

固定資産  

有形固定資産 3,931

無形固定資産  

のれん 114

その他 1,022

無形固定資産合計 1,136

投資その他の資産  

その他 10,949

貸倒引当金 △98

投資その他の資産合計 10,851

固定資産合計 15,919

資産合計 43,341

負債の部  

流動負債  

買掛金 1,047

短期借入金 69

未払法人税等 837

預り金 9,715

賞与引当金 902

役員賞与引当金 13

その他 1,849

流動負債合計 14,436

固定負債  

長期借入金 1

退職給付引当金 1,489

その他 751

固定負債合計 2,241

負債合計 16,678
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 3,000

資本剰余金 10,669

利益剰余金 14,835

自己株式 △2,016

株主資本合計 26,488

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 △87

為替換算調整勘定 85

評価・換算差額等合計 △2

新株予約権 36

少数株主持分 141

純資産合計 26,663

負債純資産合計 43,341
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年４月30日) 

売上高 24,933

売上原価 7,203

売上総利益 17,730

販売費及び一般管理費 14,338

営業利益 3,391

営業外収益  

受取利息 5

有価証券利息 6

デリバティブ評価益 86

不動産賃貸料 39

その他 50

営業外収益合計 187

営業外費用  

支払利息 6

為替差損 39

創立費 93

不動産賃貸費用 20

その他 48

営業外費用合計 208

経常利益 3,370

特別利益  

賞与引当金戻入額 78

固定資産売却益 18

負ののれん発生益 5,506

その他 12

特別利益合計 5,615

特別損失  

固定資産除却損 5

役員退職慰労金 30

投資有価証券評価損 16

災害による損失 80

その他 0

特別損失合計 132

税金等調整前四半期純利益 8,853

法人税、住民税及び事業税 1,428

法人税等調整額 32

法人税等合計 1,461

少数株主損益調整前四半期純利益 7,392

少数株主利益 10

四半期純利益 7,381
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成23年２月１日 

 至 平成23年４月30日) 

売上高 13,138

売上原価 3,327

売上総利益 9,811

販売費及び一般管理費 7,089

営業利益 2,721

営業外収益  

受取利息 2

有価証券利息 2

デリバティブ評価益 36

不動産賃貸料 19

その他 23

営業外収益合計 84

営業外費用  

支払利息 3

為替差損 6

匿名組合投資損失 19

不動産賃貸費用 10

その他 27

営業外費用合計 67

経常利益 2,739

特別利益  

固定資産売却益 18

その他 4

特別利益合計 23

特別損失  

固定資産除却損 2

投資有価証券評価損 5

災害による損失 80

その他 0

特別損失合計 88

税金等調整前四半期純利益 2,674

法人税、住民税及び事業税 1,154

法人税等調整額 △6

法人税等合計 1,147

少数株主損益調整前四半期純利益 1,526

少数株主利益 6

四半期純利益 1,519
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 8,853

減価償却費 437

災害損失 80

のれん償却額 7

負ののれん発生益 △5,506

新株予約権戻入益 △0

株式報酬費用 16

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △90

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54

受取利息及び受取配当金 △11

支払利息 6

為替差損益（△は益） 39

有形固定資産売却損益（△は益） △18

有形固定資産除却損 5

投資有価証券評価損益（△は益） 16

デリバティブ評価損益（△は益） △86

匿名組合投資損益（△は益） 13

投資事業組合運用損益（△は益） 13

売上債権の増減額（△は増加） △86

たな卸資産の増減額（△は増加） △28

仕入債務の増減額（△は減少） 30

営業預り金の増減額（△は減少） 109

その他 769

小計 4,640

利息及び配当金の受取額 21

利息の支払額 △6

国庫助成金の受取額 9

法人税等の支払額 △2,117

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,546

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △239

有形固定資産の売却による収入 60

無形固定資産の取得による支出 △130

投資有価証券の償還による収入 795

貸付金の回収による収入 17

その他 △465

投資活動によるキャッシュ・フロー 37
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年４月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,400

長期借入金の返済による支出 △19

リース債務の返済による支出 △18

自己株式の取得による支出 △3,089

配当金の支払額 △728

少数株主への配当金の支払額 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,262

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,720

現金及び現金同等物の期首残高 11,002

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

101

株式移転による現金及び現金同等物の増加額（△は
減少）

14,941

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,324
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 該当事項はありません。  

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。  

 各報告セグメント及び「その他」の区分の主なサービスは以下のとおりです。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年11月１日 至平成23年４月30日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、その他の事業を含ん

でおります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

事業区分 主要なサービス 

 仲介事業  不動産賃貸物件の仲介・更新サービス 

 仲介関連事業 
 リフォーム、消毒、引越取次、入居者保険の販売代理等、仲介事業に付随する関連業

務サービス 

 メディア事業 

 情報誌「CHINTAI」、インターネット・サイト「CHINTAIネット」、及び携帯電話向け

情報サービス「CHINTAIモバイル」等のメディアを通じた賃貸不動産情報サービス、

不動産会社の基幹システム構築及びグループウェア運用サービス等 

 管理事業  賃貸物件の保守管理サービス、家賃集金サービス 

 興行事業  バレエ、音楽、舞台芸術などの各種イベント公演の企画・制作及び興行の仲介斡旋 

 旅行事業  海外旅行航空チケット販売及び海外アパートメント・ホテルの紹介等 

 その他 
 ネットワーク店の運営指導、コインパーキング及び月極駐車場の運営・管理、パーキ

ング事業、投資不動産事業、サプリメント販売事業等 

  

報告セグメント   

その他 
（注）１ 

合計 
（注）２ 

仲介事業
仲介関連 
事業  

メディア
事業 

管理事業 興行事業 旅行事業 計 

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 7,507  6,094  4,290  3,682  1,361  967  23,903  1,029  24,933

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 6  9  395  －  －  18  429  △429  －

計  7,514  6,104  4,685  3,682  1,361  985  24,333  599  24,933

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）  

 774  635  1,594  367  44  14  3,431  △39  3,391
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   ２. 報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

「メディア事業」の区分において、非連結子会社でありました秦泰广告（上海）有限公司を連結の範

囲に含めたことにより、のれんを計上しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、第１四

半期連結会計期間において 百万円であります。 

（重要な負ののれん発生益） 

 当社設立に伴う企業結合により、「その他事業」の区分において、負ののれんが 百万円が発生

し、第１四半期連結会計期間において特別利益（負ののれん発生益）に計上しましたが、各報告セグメ

ントには配分しておりません。 

 また、非連結子会社でありました㈱グッドホーププロダクションを連結の範囲に含めたことにより、

「興行事業」の区分において、負ののれんが 百万円が発生し、第１四半期連結会計期間において特別

利益（負ののれん発生益）に計上しましたが、各報告セグメントには配分しておりません。 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しています。 

  

  

  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年11月１日 至平成23年４月30日）  

 当社は平成22年11月１日に(株)エイブルと(株)ＣＨＩＮＴＡＩが経営統合し両社を完全子会社とする共同持株会

社として設立されました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金は 百万円、資本剰余金は

百万円、利益剰余金は 百万円、自己株式は 百万円となっております。 

  

  

  （単位：百万円）

 利益 金額 

 報告セグメント計 

「その他」の区分の利益  

グループ会社からの配当金の受取 

全社費用（注） 

セグメント間取引消去  

 

 

 

 

  

3,431

322

3,000

△422

△2,939

 四半期連結損益計算書の四半期純利益  3,391

68

5,486

19

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

3,000

10,669 14,835 △2,016

㈱エイブルＣＨＩＮＴＡＩホールディングス（3272）平成23年４月期　第２四半期決算短信

-　13　-


	第1期第2四半期決算短信【サマリー】【ＴＤネット版】
	第1期第2四半期決算短信【サマリー以降】
	第1期第2四半期決算短信.pdf




